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平成２５年１２月定例会一般質問表 
 

                            １２．９、１０、１１                           

受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 

答 弁 を     

求める者 

１ 

３ 

 

番 

 

 

舩 

 

山 

 

 

利 

 

美 

 

 

議 

 

員 

 

１．７・１８、２２の豪雨災害を検証し、今後の防災の取組

について 

 

（１）今年の気象状況は世界的にも異常気象が頻発し、日本

でも各地に大きな災害が発生した。本市でも７月１８・

２２日の豪雨災害により、甚大な被害を受けた。検証や

総括する中で順次見直しや検討など整備も進んでいる

が、時間の経過とともに見えてくる課題等もあり、早急

な人命最優先の防災・減災計画の再構築が必要かと思う。

今後の取組について何点か質問する。 

 

① 危機管理課を中心に各地区への自主防災組織の設置

推進や機能充実に向けた取り組みがなされているが、市

内の組織率はどの程度進んでいるのか、また、災害時に

充分機能できる組織としての指導や情報交換などは考え

ておられるのか。 

 

② 災害の教訓として、避難所や誘導の情報が錯綜して混

乱を招いたところもあったと聞いているが、地区毎の避

難所情報や誘導手順等に関するマニュアルの作成はある

のか、また、「避難指示」「避難勧告」等の避難情報に関

する危険度の解説や避難時の所持品及び、注意事項を記

した「緊急避難の心得」、更には自助と助け合いの重要性

など、地区民が日頃、情報共有できるチラシなどがあれ

ば、ある程度混乱の回避にもつながると思うが、作成な

ど考えておられるのか。 

 

③ 広報・情報が如何に重要か再認識したのではないかと

思う。災害対策本部は危機管理課を中心に多数の職員を

動員し奔走したが、広報車は巡回したが聞き取れない、

避難情報などの問合せがわからない、電話が通じないな

どがあった。前回、広報体制の多重化が必要ではないか

との提言もあったが、情報・広報体制整備の進行状況は

どうか。また、各世帯への連絡網が円滑に機能するため

の対策はあるのか。人命最優先の角度からお伺いする。 

 

市  長

教 育 長

関係課長 



 ２ 

受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 

答 弁 を     

求める者 

１ 

３ 

 

番 

 

 

舩 

 

山 

 

 

利 

 

美 

 

 

議 

 

員 

 

２．フラワー長井線の今後の在り方について 

 

（１）フラワー長井線の開通１００年の記念イベントが盛大

に開催されたが、課題が山積しており、この節目におい

て今後の在り方についての議論も必要ではないかと感じ

ている。道路交通網の急速な進行で営業経費の大きい鉄

道での旅客運送は、限界にきていると思う。山形新聞で

「上下分離を模索」との報道もあったが、可能なのか大

きな疑問もあるので、次について見解を伺う。 

 

① 第３セクターとして開業から約２５年、車輌の著しい

老朽化、また、コンクリート構造物は５０年経過すると

劣化が始まり危険になると言われるが、最上川に架かる

鉄橋などは１００年ほど経過し、輸送の安全面からそれ

らの更新についてはどうするのか。 

 

② 鉄道付近の住宅地において、降雨があれば直ちに低地

に水が押し寄せ、線路を横断している６寸の土管では飲

み切れない状態となっている。豪雨などが常態化すると

の指摘がある中で、水害への懸念の解消は図られるのか。 

 

③ 車社会の中、冬季間降雪時の踏切除雪回数が少ない地

域で、危うく惨事になる寸前の事例もあり、踏切事故へ

の懸念が高まっているが、それらの対策についてはどう

するのか。 

 

④ 累積赤字が３億円を超し、単年度でも赤字の解消が見

込まれない状況。更には、少子化などで今後も利用者が

減少するのは目に見えており、各自治体の拠出金が増額

の懸念もある。以上のことから現実的な方策として、バ

ス運行の移行へ模索できないものか。 

 

各自治体との絡みもあり、即答できる事案ではないと

も思うが、方向を探る観点から、見解をお伺いする。 

 

 

 

 

市  長

教 育 長

関係課長 



 ３ 

受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 

答 弁 を     

求める者 

２ 

１０ 

 

番 

 

 

髙 

 

橋 

 

 

 

弘 

 

 

議 

 

員 

 

１．自然災害の予防対策について 

 

（１）南陽市の自然災害として、豪雨災害、土砂災害、突風

災害、雪の災害、降雹の災害などが考えられるが、今年

７月１８日、２２日両日の豪雨災害を検証して今後の対

策は。 

 

 ① 白鷹山頂にアメダスのレーダーがあるが、このたびの

豪雨に対してアメダスの利用はあったのか伺います。 

 

 ② 南陽市、赤湯中学校、赤湯自動車学校とも、集中豪雨 

  に対して、対応の遅れを認めているが、今後の対策とし 

  てどの様なことを考えているのか伺います。 

 

 ③ 避難勧告が出たとき、色々混乱があった様だが、豪雨 

  災害を想定して避難訓練などの計画は予定しているの

か伺います。 

 

 ④ 護岸の整備・補強工事、川底の深さ確保工事は始まっ 

  ているが、完成の見通しはいつ頃になるのか伺います。 

 

（２）土砂災害の予防対策としてどの様な事を行なっている 

  のか。 

  

① 気象庁が出す、土砂災害準備情報があるが、危険箇所 

  の点検などは常に行なっているのか伺います。 

 

（３）その他の自然災害についての予防策は気象庁の情報ま 

  かせになっているのか。 

 

２．観光政策 

 

（１）南陽市には赤湯温泉をはじめ、多くの観光資源がある 

  が、この観光資源を最大限に生かすには、 

 

 ① 東北中央自動車道の完成も間近になって来ているが、 

  高速道路を利用して来る観光客対策はどの様に考えて

いるのか伺います。 

 

 ② 市内にある観光地、又、置賜地区の観光地同士の連携 

  などは考えているのか伺います。 

 

市  長 

関係課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市  長 

関係課長 

 

 



 ４ 

受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 

答 弁 を     

求める者 

３ 

４ 

 

番 

 

 

山 

 

口 

 

 

正 

 

雄 

 

 

議 

 

員 

 

１．向山ソフトボールＢ球場周辺の環境整備充実について 

 

（１）Ｂ球場南側駐車場の拡大について 

規模の大きな大会では路上駐車が増え、道路幅が狭く

なりスムーズな運転走行ができない状況にあります。一

方、市内各チームの競技力向上、健康増進、赤湯温泉な

どの経済効果のためにも、様々な大会を誘致すべきと思

います。 

そこで、現在駐車場の周囲には畑が耕作されておりま

すが、可能であれば拡大してはと思いますのでお伺い致

します。 

 

（２）Ｂ球場南側駐車場の安全性と利便性確保について 

現在の駐車スペースは間口２．４ｍ、奥行５．０ｍで

一般的な広さは確保されているが、通路は４．６５ｍと

狭く、駐車台数が多くなると、入るにも出るにもきつい

状況であります。安全性と利便性を考えれば最低５．０

ｍにすべきと思いますのでお伺い致します。 

 

（３）Ｂ球場南側駐車場の一角に常設トイレ設置について 

球場全体は非常に利用度が高く、多くの大会も開催さ

れているが、Ｂ球場は、試合中トイレに行くことは物理

的に困難であるため、簡易トイレではなく、常設のトイ

レを駐車場の中にでも設置すべきと思いますのでお伺い

致します。 

 

２．新文化会館の管理運営計画について 

 

（１）管理運営計画を検討するにあたって、専門家にも加わ

って頂いているのか。また、その素案はいつごろまでで

きるのかお伺い致します。 

 

（２）管理運営において、基本的に直営と説明されておりま

すが、委託する部分は何々かお伺い致します。 

 

（３）年間の維持費はいくら位かかると試算しているのか。

また、項目別の金額をお伺い致します。 

 

市  長 

関係課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市  長 

関係課長 



 ５ 

受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 

答 弁 を     

求める者 

３ 

４ 

番 

 

山 

 

口 

 

正 

 

雄 

 

議 

員 

 

（４）公演については、専門の会社に委託すると伺っており

ますが 

 

① 委託金額と委託業者の業務範囲について。 

 

② 年間何回程度の公演を行う予定なのか。 

 

③ 地方公演は、距離が遠いため、運搬費、交通費、宿泊

費などコストが高くなると考えます。採算を考慮すれば

チケット料金高く設定されるのではないかと思うがどう

お考えかお伺い致します。 

 

（５）自主文化事業の予算及び公演回数、また、ＰＲ方法や

チケット販売はどのようにお考えかお伺い致します。 

 

（６）新文化会館の名称はどのように考えておられるのか。

また、命名権についてどのように考えておられるのかお

伺い致します。 

 

 

４ 

１ 

番 

 

白 

 

岩 

 

孝 

 

夫 

 

議 

員 

 

１．公共施設マネジメントから見た各施策の長期的プランに

ついて 

今年の烏帽子山公園の桜は開花不良となり、老木化など

複合的な原因とされています。市内各学校は耐震化や新築

が一段落し、小規模修繕の時期を迎えるものもあります。

新文化会館は事業費が大幅に増加しつつ建築に着手して

います。 

こういった状況に鑑み、本市の様々な公共施設につい

て、長寿命化を図り、維持費を圧縮し、もって費用対効果

や市民福祉の向上、財政基盤の確立に繋げるべく、以下の

点をお伺いします。 

 

（１）公園のマネジメント（烏帽子山公園を例として） 

 

① 桜の開花不良に関する調査状況と内容について。 

 

② 桜を含む公園の樹木生育にかかる総合的な状況把握

の重要性に関する認識について。 

 

市  長 

教 育 長 

関係課長 



 ６ 

受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 

答 弁 を     

求める者 

４ 

１ 

 

番 

 

 

白 

 

岩 

 

 

孝 

 

夫 

 

 

議 

 

員 

 

③ 来年の桜祭りに向けた桜の管理対策は現在まで何を

行い、来年までに何を行うか。 

 

④ 今後の長期的な維持管理方針は。 

 

（２）学校施設のマネジメント。 

新築後１０年を経過した赤湯小学校を始めとして、各

校の今後の小規模、中規模、大規模の各修繕の予定年度

と修繕維持費の見込みを立てているか。 

 

（３）新文化会館のマネジメント 

 

 ① 座席数など、構造計算に関わらない部分での事業費圧

縮の検討結果は。 

 

 ② 小規模、中規模、大規模の各修繕の予定年度と修繕維

持費の見込みは。 

 

 ③ １億円を見込んでいた年間の事業費及び維持管理費

は現時点でも変更はないか、また適正か。 

 

（４）総合的な公共施設マネジメント 

 

 ① ３月定例会一般質問で、社会資本の整備はまだまだ不

足しているものが多い旨の市長答弁があったが、具体的

に何が不足しているのか。 

 

 ② 建築を開始した新文化会館を含め、現存する公共施設

の総量維持は２７年後の２０４０年においても可能か。 

 

 ③ 公共施設ごとの利用者一人当たりの管理運営コスト

を把握しているか。 

 

 ④ 教育部門も含め、総合的な見地から見た公共施設再配

置計画の必要性は。 

 

 ⑤ 公共施設マネジメントの第一歩としての、一覧性のあ

る「公共施設白書」作成の必要性に関する認識について。 

 

 



 ７ 

受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 

答 弁 を     

求める者 

５ 

２ 

番 

 

 

高 

 

橋 

 

 

一 

 

郎 

 

 

議 

 

員 

 

１．池黒峰岸地区災害予防対策について 

市長は今年３月の臨時会で「土砂崩れや水害の誘因にな

る急斜面のところは伐採しない」と回答したが、新文化会

館の資材調達のために、土砂災害危険区域の池黒峰岸地区

の杉が伐採された。 

さらに、９月定例会の一般質問で市長は伐採した方が安

全であるような発言をして、地区民の土砂や雪崩災害の心

配を逆なでにした。 

池黒峰岸地区民が提出した要望書に対する市長回答を

踏まえ、以下のことを質問する。 

 

（１）災害予防体制 

 

① 警戒パトロールは、具体的にだれがどのようにして行

うのか。県との協力と分担はいかにするのか。 

 

② 雪崩の発生が危惧された場合は、斜面の雪を一部除去

するとあるが、その判断は専門家が行うのか。その費用

の予算計上は。 

 

（２）植林 

植林は伐採の条件にすると３月臨時会で市長は答弁

しているが、当該地の山林所有者に対してはどのように

指導しているのか。 

 

（３）災害防止工事 

急傾斜地崩壊危険区域として県知事の指定を受けて、

防災工事を行う必要があるが県に対してどのような働

きかけを行っているか。 

 

（４）伐採地選定の条件 

伐採は米沢地方森林組合に委託しており、市は関与し

ていないとも述べたが、発注の際、急傾斜地で災害の怖

れがあるところを除くという条件を付与しなかったの

はなぜか。また、森林伐採届を受理する際に土砂災害危

険区域であることの確認は行ったのか。 

 

（５）災害が生じた際の責任の所在 

不幸にも災害が発生した場合はだれが責任を負うの

か。 

 

 

市  長 

関係課長 



 ８ 

受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 

答 弁 を     

求める者 

５ 

２ 

 

番 

 

 

高 

 

橋 

 

 

一 

 

郎 

 

 

議 

 

員 

 

２．日本一の教育について 

平成２５年度教育委員会事務事業の点検評価報告書の

外部評価委員の意見を踏まえ、以下のことを質問する。 

（１）教職員の健康管理 

多忙な中で長時間労働により健康障害が懸念される

が、教職員の健康管理に関して精神及び身体両面におい

て管理体制や対策は充分にとられているのか。 

 

（２）国際的視野を持つたくましい人づくり 

青少年インターナショナルセミナー事業の事前と事

後の交流に、スイプ等無料のテレビ電話を利用すること

で交流効果が倍増すると思う。カナダバンクーバーや外

国に限らず日本の興味ある中学校間や高校間との交流

でも利用してはどうか。 

 

（３）スポーツ交流の推進 

スポーツは体力増進に加え、医療費や介護費の節減効

果が期待されるが、スポーツに親しめる環境の整備、特

に平日夜にナイターでスポーツができることは社会人

を始め中学校の部活動などが最も望んでいる。まずは、

花公園人工芝に照明設備の一刻も早い設置を求める。 

また、魅力ある南陽市としてスポーツ市民の多くが欲

しい施設は、多目的室内競技場いわゆるドームです。キ

ッズからシニアまで幅広い市民の利用はもとより市外

からも多く訪れて、賑わいの創出効果も期待できる。 

 

（４）大学等の高等教育機関との連携 

本市には、専門学校や短期大学、大学がないため高校

以上の青年の交流に乏しく地域として青年パワーに欠

け活性化していない。 

南陽高校も地域活動をしてはいるが、市民全般には知

られていない。日本一の教育を謳う本市としては南陽高

校の活用を含め、もっと大学等との交流協定を結ぶなど

青年の積極的な交流策を図るべきではないか。 

 

３．ふるさと納税制度と南陽ブランド 

現在は出身市町村だけでなく、ご当地ブランドを求める

ためにふるさと納税をしている人が増えている。南陽市出

身者だけでなく、広くふるさと納税者を求めるために、南

陽市にしかないブランド品や企画を開発し、ＰＲすること

で税収アップと南陽ブランド創生の相乗効果が期待でき

ると思うがいかがか。 

 

市  長 

教 育 長 

関係課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市  長 

関係課長 



 ９ 

受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 

答 弁 を     

求める者 

６ 

１１ 

 

番 

 

 

板 

 

垣 

 

 

致 

 

江 

 

子 

 

 

議 

 

員 

 

１．産業のまちづくり 

 

（１）観光について 

平成２６年、１０年振りの開催となる山形デスティネ

ーションキャンペーンは、今後１０年間を見通した「山

形の新たな観光の姿」を提案、実践することにより、本

キャンペーンを一過性のイベントとすることなくと、地

域経済の活性化の大きな推進力とするべく進められてい

る。 

南陽市でも、南陽ブランド確立の絶好の機会ととらえ、

２５年はプレイベントが開催されたが、来年本番に向け

ての取り組みや姿勢をお伺いします。 

 

 ① 新たな観光資源や着地型旅行商品の造成、それらを結

びつける夢のあるストーリー作りなどの企画の状況は。 

 

 ② 菊のまち南陽の「菊まつり」の在り方は。 

   菊の南陽の最大のイベントの「南陽の菊まつり」も終

り、入場者数の大幅な減という残念な結果となったが、

その大きな要因は。又、今後の方向性とデスティネーシ

ョンキャンペーンでの菊まつりの位置付けは。 

 

 ③ 貴重な観光資源 十分一山・スカイパークの充実と活

用。 

   世界的にも賞賛される十分一山のスカイパークから

の景観と夜景は南陽の貴重な観光資源、そしてこの地で

しかできないハンググライダーやパラグライダーの体

験飛行などはまさに着地型旅行にふさわしいのではな

いか。将来的にも様々な年代の方に楽しんでもらえるよ

う、施設の充実や望まれているオートキャンプ場の整備

等を進め全国に発進すべきと考えるが。 

 

 

市  長 

関係課長 



 １０ 

受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 

答 弁 を     

求める者 

６ 

１１ 

 

番 

 

 

板 

 

垣 

 

致 

江 

子 

 

 

議 

 

員 

 

 ④ 体験、滞在型観光の受け入れ体制は 

市では第５次総３カ年実施計画でも、自然、歴史、農

産物、温泉などを一体的に楽しめる体験・滞在型観光の

魅力を高め促進していくとされているが、その取組みと

受け入れ体制は。 

 

 ⑤ 「ないしょ話」は南陽の宝物  

日本の歌百選にも選ばれた童謡「ないしょ話」は作詞

の「結城よしを」（宮内出身）と共に南陽の大切な宝物で

ある。昨年のないしょ話のコンサートをきっかけに制作

された、ＹＢＣラジオスペシャル「戦場から届いた童謡」

は民間放送大賞を授賞され「結城よしを」の名は県内外

から注目されているところです。 

教育日本一にもふさわしく「童謡のふるさと」として

大切に歌いつなぎ、南陽ブランドとしても発進していか

なければなりません。駅やまちなかから聞こえる「ない

しょ話」、イベント会場で流れる「ないしょ話」。大人も

子どももみんな歌える「ないしょ話」。 

まるごとブランドとして様々な企画が望まれます。 

 



 １１ 

受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 

答 弁 を     

求める者 

７ 

１５ 

 

番 

 

 

 

佐 

 

藤 

 

 

 

明 

 

 

 

議 

 

員 

 

１．来年度の予算編成と新文化会館について 

 

（１）来年度予算編成の基本についてのご見解は。 

 

（２）来年度の重点施策は。 

 

（３）長引く不況の続く中で地元商工業者の営業とくらしを

どう守っていくのか。また、福祉と医療、子育て支援と

教育、農業、観光等々の施策はどのように考えておられ

るか。 

 

（４）去る１０月の臨時議会において今後１２億円の追加財

源が提示されました。内訳は起債３億２，５００万円、

財政調整基金の取り崩し６億９，９００万円、一般財源

１億７，６００万円です。合計で１２億円でありますが、

来年度の予算編成時における新規事業、継続事業等々に

影響があるのでは。 

 

（５）９月の決算委員会の決算意見書基金運用状況の中でＨ

２４年度末現在で９億５，７３６万３，０００円の基金

が残っておりますが、新文化会館に６億９，９００万円

充当すれば今後他の事業に対し影響が出てくるのでは。 

 

（６）財政調整基金は災害により生じた経費、緊急を要する

土木工事、建設工事の経費、その他必要やむを得ない理

由により生じた経費の財源に充てるときとなっており

ますが、ある一定の金額を基金として積立てるべきと考

えますが、今後の考え方と見通しは。 

 

（７）当初計画（３月２９日臨時議会）で４５億円、１０月

の臨時議会で総額６０億円の金額が提示されましたが、

当初計画の積算と１０月までの積算の差額を具体的に

（資材の高騰分を）表にして議会に示すべきでは。 

 

２．介護保険について 

 

（１）厚生労働省は１１月２７日の社会保障審議会介護保険

部会で介護保険制度の見通し案を示しました。 

世論に押されて方針を見直す一方、「持続可能性の確

保」を理由に手当たり次第の給付減と負担増を盛り込ん

でいると云われておりますが具体的にどのように見直

すのか。 

 

市  長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市  長 



 １２ 

受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 

答 弁 を     

求める者 

８ 

５ 

 

番 

 

 

白 

 

鳥 

 

 

雅 

 

巳 

 

 

議 

 

員 

 

１． 空き家バンク事業についての取組を 

 

（１）降雪、積雪における危険な空き家への対応について 

 

① 隣接する住居への危険回避は、持ち主及び指導する行

政としての責任のあり方を伺います。 

 

② 多く存在する空き家を、少し手を加えれば入居可能と

なる空き家の有効活用について伺います。（行政で借り

上げ賃貸） 

 

③ 年々老朽化が進む関口住宅に対する今後の対応につ

いて、空き家対策と関連し見解を伺います。 

 

④ Ｉターン・Ｕターン者や生活保護世帯への支援策とし

ての空き家の活用は有効と考えますが見解を伺います。 

 

⑤ 行政が空き家を賃貸することで、市税などの増収も図

れるのではと考えますが見解を伺います。 

 

⑥ 空き家撤去後の有効な空き地を、地域で活用できる仕組

みを検討していくことも必要と思うが見解を伺います。 

 

２．少子化に対する子育て支援策について 

 

（１）若い人が安心してこのまちに住みたいと思うまちづくり 

 

 ① 現在本市への企業誘致など見込めない中で、いかに人

口流出や減少に歯止めをかけるかが重要となっており

ます。その様な取り組み、すなわち子育てするには南陽

市と思ってもらえる支援策が必要と考えますが、現時点

での市長の考えを伺います。 

 

 ② 子育て世代の負担軽減として、小学校の給食費の全額

補助に向けた支援策、取り組みを希望いたしますが市長

の見解を伺います。 

 

市  長 

関係課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市  長 

関係課長 

 


